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講演した島弁護士も行進

9日の八戸市内のデモ行進

講演する斉藤貴男氏

立
正
大
学
名
誉
教
授
の
金
子
勝

を
講
師
に
迎
え
、憲
法
ネ
ッ
ト

の
総
会
が
３
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
。金
子
氏
は
、鈴
木
安
蔵
か

ら
憲
法
を
学
ん
だ
お
弟
子
さ
ん

で
あ
る
。鈴
木
安
蔵
は
京
都
大

学
在
学
中
治
安
維
持
法
で
逮
捕

さ
れ
、京
都
大
学
を
退
学
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。そ
れ
で
も

鈴
木
は
戦
前
の
困
難
な
中
、憲

法
史
の
研
究
を
続
け
、近
代
日

本
の
憲
法
の
源
流
を
成
す
植
木

枝
盛
の
研
究
に
携
わ
っ
た
。植

木
は
、板
垣
退
助
を
擁
し
自
由

民
権
運
動
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た

高
知
で
、板
垣
の
ブ
レ
ー
ン
と

し
て
国
会
期
成
同
盟
の
要
請

を
受
け
、１
８
８
１
年
に
「
東

洋
大
日
本
国
国
憲
案
」を
起
草

し
た
。大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

（
１
８
８
９
年
）の
８
年
も
前

で
あ
る
。枝
盛
が
起
草
し
た
国

憲
案
は
、抵
抗
権
（
政
府
が
国

民
の
人
権
を
侵
害
す
る
時
に
は
、

国
民
は
政
府
を
滅
ぼ
す
権
利
）

を
含
む
民
主
的
な
憲
法
案
で
あ

っ
た
。そ
の
「
国
憲
案
」を
戦
時

中
に
学
ん
だ
鈴
木
安
蔵
は
、終

戦
直
後
に
高
野
岩
三
郎
な
ど
と

憲
法
研
究
會
を
結
成
し
、憲
法

草
案
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
草
案
は
連
合
国
総
司
令
部

民
政
局
で
の
憲
法
草
案
に
重
要

な
影
響
を
与
え
て
、日
本
国
憲

法
案
が
作
成
さ
れ
た
。日
本
の

民
主
主
義
運
動
で
あ
る
自
由
民

権
運
動
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
植
木
枝
盛
案
、そ
し
て
戦
前

の
弾
圧
を
経
て
、戦
後
直
ち
に

作
成
さ
れ
た
鈴
木
安
蔵
案
、そ

れ
ら
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
な

が
ら
今
日
の
憲
法
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 （
奥
）

第90回
メーデーに参加を

アベ改憲NO！
ー憲法ネット総会ー

「
10
％
増
税
」
で

日
本
は
崩
壊
す
る

「
ノ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ス
権
」の
確
立
を

「
3
・
11
」青
森
集
会
に
７
０
０
名

　

３
月
10
日
、
青
森
市
文
化
会

館
で
２
０
１
９
年
さ
よ
う
な
ら

原
発
・
核
燃
「
３
・
11
」
青
森

集
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地

か
ら
７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

「
ロ
ッ
ク
弁
護
士
」
と
し
て

原
発
・
核
燃
の
危
険
性
を
訴

え
、
全
国
を
駆
け
巡
っ
て
い
る

島
明
宏
弁
護
士
が
ラ
イ
ブ
と
ト

ー
ク
を
80
分
間
行
い
ま
し
た
。

　

島
弁
護
士
は
、
原
子
力
の
恐

怖
か
ら
ま
ぬ
か
れ
て
生
き
る
権

利
と
し
て
「
ノ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ス

権
」
と
い
う
新
し
い
権
利
の
確

立
を
主
張
、
政
府
の
「
責
任
集

中
制
度
」
を
厳
し
く
批
判
し
ま

し
た
。

金
子
勝
立
正
大
学
名
誉
教
授

　

各
地
か
ら
①
六
ヶ
所
村
の
菊

川
慶
子
さ
ん
②
む
つ
市
の
櫛
部

孝
行
さ
ん
③
大
間
町
の
奥
本
征

雄
さ
ん
④
函
館
市
の
竹
田
と
し

子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
報

告
し
ま
し
た
。
特
別
報
告
と
し

て
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
が
４

野
党
共
同
提
案
の
原
発
ゼ
ロ
法

案
の
早
期
成
立
を
訴
え
ま
し

た
。

　

最
後
に
集
会
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。
①
原
子
力
政
策
の
破

棄
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
②
再
処
理
工
場
の
即
時

廃
止
③
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

即
時
中
止
④
原
発
の
再
稼
働
を

や
め
、
原
発
廃
止
等
で
す
。
集

会
終
了
後
、
会
場
か
ら
県
庁
前

ま
で
デ
モ
行
進
、
市
民
に
原

発
・
核
燃
か
ら
の
撤
退
を
訴

え
、
県
庁
を
包
囲
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
八

戸
市
で
も
集
会
が
開
催
さ
れ

１
０
０
名
参
加
し
ま
し
た
。

　
３
月
20
日
、
青
森
市

で
「
消
費
税
10
％
中
止

を
求
め
る
大
学
習
会
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各

地
か
ら
１
０
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
斉
藤
貴
男
氏
で

消
費
税
の
「
悪
魔
性
」

を
語
り
ま
し
た
。
消
費

税
導
入
の
口
実
に
使
う

「
社
会
保
障
の
た
め
」

の
で
た
ら
め
さ
を
批

判
、
大
企
業
と
高
額
所

得
者
の
た
め
と
い
う
の
が
本
質

で
あ
る
と
資
料
を
使
い
な
が
ら

解
明
し
ま
し
た
。
ま
た
ト
ヨ
タ

自
動
車
な
ど
の
大
企
業
は
輸
出

戻
し
税
で
１
兆
円
を
こ
え
る
税

金
が
還
付
さ
れ
る
な
ど
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
矛
盾
だ
ら
け
の
軽
減
税

率
は
国
民
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け

の
も
の
で
あ
り
、
消
費
税
増
税

は
中
止
す
べ
き
と
強
調
し
ま
し

た
。

　
た
と
え
ば
み
り
ん
は
10
％
で

み
り
ん
風
調
味
料
は
８
％
。
店

内
で
寿
司
を
食
べ
る
と
10
％
持

ち
帰
る
と
８
％
。
水
道
水
10
％

で
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
８

％
。
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
飲
食
料

品
８
％
で
ウ
イ
ス
キ
ー

な
ど
酒
類
は
10
％
。
新

聞
は
８
％
で
駅
や
コ
ン

ビ
ニ
で
新
聞
を
買
う
と

10
％
。
矛
盾
だ
ら
け
の

消
費
税
増
税
は
即
刻
中

止
す
べ
き
で
す
。

　

３
月
24

日
、
憲
法
ネ

ッ
ト
青
森
の

19
年
総
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
金
子

勝
・
立
正
大

学
名
誉
教
授

は
、「
戦
争

法
と
憲
法

―
『
安
倍
改

憲
』
は
何
を

狙
っ
て
い
る

の
か
」
と
題

し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
、
昨
年
３
月
に
自

民
党
が
発
表
し
た
「
９
条
改
憲

案
」
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し

た
。
９
条
２
項
の
「
自
衛
隊
の

行
動
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
そ
の

他
の
統
制
に
服
す
る
」
の
「
そ

の
他
の
統
制
」
と
は
、
日
米
安

保
条
約
に
基
づ
く
「
在
日
米
軍

の
統
制
」
と
な
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
自
衛
隊
が
米
軍
の
指
揮

の
も
と
海
外
で
の
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
が
公
然
と
行
わ
れ

る
。
安
倍
改
憲
を
阻
止
す
る
た

め
、「
星
の
数
」
ほ
ど
の
憲
法

学
習
会
を
開
催
し
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
①
全
国
３
０
０
０

万
署
名
の
県
内
30
万
筆
の
達
成

②
秘
密
保
護
法
・
戦
争
法
・
共

謀
罪
法
の
廃
止
③
普
天
間
基
地

撤
去
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
、
オ
ス
プ
レ
イ
・
グ
ロ
ー
バ

ル
ホ
ー
ク
・
Ｆ
35
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
配
備
反
対
④
ヒ
バ
ク
シ
ャ

会
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
署
名
県
内
20
万
筆

の
達
成
④
原
発
・
核
燃

か
ら
の
撤
退
な
ど
の
方

針
を
確
認
し
た
。
平
和

委
員
会
、
原
水
協
、
民

医
連
、
新
婦
人
、
け
や

き
・
は
ま
な
す
９
条
の

●県中央集会　10時
 青い森公園
●中弘南黒地区　10時
 弘前駅前公園
●三八地区　10時
 長者まつりんぐ広場
●上十三地区　10時
 駒っこ広場
●下北地区　18時
 まさかりプラザ
●西北地区　10時
 みずとみどりの小公園
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深
刻

労
働
相
談
！

第
四
回
青
森
年
金
裁
判
を

支
援
す
る
会
総
会

昨
日
３
月
10
日

の
２
０
１
９
さ
よ
う
な
ら
原

発
・
核
燃
集
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
島
キ
ク
ジ
ロ
ウ
さ
ん

の
素
敵
な
歌
声
と
８
年
前
に
起

き
た
原
発
事
故
の
悲
惨
な
出
来

事
を
思
い
出
し
、
原
発
災
害
は

ま
だ
終
わ
っ
て
な
い
ん
だ
と
あ

ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
一
戸
茂
実
・
自
治
労
連
）

青
森
県
は
今
年
３
回

も
選
挙
が
あ
る
の
で
投
票
所
に

行
け
る
よ
う
体
力
を
つ
け
て
お

か
な
く
ち
ゃ
。
ス
ー
パ
ー
と
か

で
投
票
で
き
る
と
い
い
の
に
！

（
村
田
洋
子
・
年
金
者
組
合
）

家
庭
教
師
を

し
て
い
る
妻
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い

る
様
子
。
将
来
の
夢
へ
の
一
歩

に
繋
が
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

（
玉
熊
律
郎
・
民
医
労
）

３
月
に
親
戚
の
通
夜

か
ら
帰
っ
た
ら
、
娘
か
ら
破
水

し
た
と
の
連
絡
が
あ
り
、
孫
息

子
の
面
倒
を
見
る
た
め
に
娘
宅

に
泊
ま
っ
た
。
朝
１
時
半
に
孫

娘
が
無
事
に
生
ま
れ
、
朝
起
き

て
親
戚
の
葬
儀
に
参
加
と
、
悲

し
い
や
ら
う
れ
し
い
や
ら
と
大

忙
し
の
２
日
間
で
あ
っ
た
。（
中

道
博
章
・
年
金
者
組
合
）

〝
再
任
用
拒
否
執
行
委
員

長
だ
か
ら
〞
内
山
狐
遊

テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
労
働
相
談

講
演
す
る
増
子
啓
三
氏

思
い
を
書
き
込
む
参
加
者

現
へ
の
道
を
自
ら
の
頭
で
考
え

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。
我
々
は
「
正
し
い
要
求
は

正
義
で
あ
り
、
正
義
は
必
ず
国

民
の
理
解
を
得
て
実
現
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
現
実

は
、
正
義
や
要
求
が
実
現
し
て

　

３
月
９
日
の
「
県
労
連
組
織

拡
大
交
流
集
会
」
は
、
大
変
興

味
深
い
集
会
と
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
講
師
の
お
話
を
伺

い
、
そ
れ
を
学
習
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
運
動
は
前
進
し
て
い

く
い
う
認
識
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
回
の
長
久
啓
太
（
岡
山

県
学
習
協
事
務
局
長
）
講
演

は
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
で
参

加
者
の
発
言
を
促
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
体
的
参
加
と
要
求
実

こ
の
句
を
詠
ん
だ
と
き
、「
虎

の
尾
を
踏
む
」
と
い
う
言
葉
が

頭
に
浮
か
ん
だ
。
当
局
の
労
務

担
当
者
た
ち
は
正
論
を
吐
く
、

闘
う
労
働
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
を
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
と
ば

か
り
排
除
し
た
が
る
。
前
近
代

的
な
労
務
管
理
を
し
て
い
る
組

織
に
未
来
は
な
い
。（
長
内
一
・

建
交
労
）

我
が
家
は
４
世
代

８
人
家
族
。
３
月
に
は
祖
父
が

90
歳
を
迎
え
ま
す
。
祖
父
の
リ

ク
エ
ス
ト
は
ひ
孫
達
に
バ
ー
ス

デ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
の
事
。
上
手
に
作
れ
る
よ
う

母
も
陰
で
お
手
伝
い
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
ど
ん
な
ケ
ー
キ
に

し
よ
う
か
な
？
（
笹
村
明
日

香
・
民
医
労
）

　

毎
年
３
月
と
11
月
に
、
全
国

統
一
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
３
月
６
日
に
開
設
し
ま
し

た
。
事
前
準
備
と
し
て
チ
ラ
シ

２
０
０
０
枚
を
作
成
し
、
テ
レ

ビ
局
や
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の
投
げ

込
み
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど
に

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
労
連
に
も
デ
ー
タ
を
送
り
地

域
で
の
配
布
行
動
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
全
国
一

斉
と
し
て
い
る
の
は
、
３
月
が

年
度
末
と
い
う
こ
と
か
ら
、
異

動
や
新
規
採
用
、
契
約
の
更
新

時
期
な
ど
で
、
一
方
的
な
不
利

益
変
更
や
解
雇
・
雇
止
め
等
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

今
年
も
派
遣
切
り
と
賃
金
未
払

い
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
局
の
取
材
も
あ
り
ま
し

た
。
放
映
は
６
時
45
分
の
ニ
ュ

ー
ス
で
し
た
が
、
そ
の
す
ぐ
後

に
「
テ
レ
ビ
を
見
た
」
と
電
話

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

８
日
と
13
日
に
も
テ
レ
ビ
を
見

た
と
い
う
方
か
ら
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
残
業
し
て
い
な
い

の
に
残
業
代
を
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
奇
妙
な
相
談
と
逆
に
残

業
代
未
払
い
の
相
談
で
し
た
。

平
日
も
労
働
相
談
は
や
っ
て
い

ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
、

周
り
に
悩
ん
で
い
る
人
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
声
掛
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

主
体
的
参
加
で

要
求
実
現
を

い
な
い
ど
こ
ろ
か
逆
流
さ
え
起

こ
っ
て
い
る
。
我
々
の
運
動
の

弱
点
は
、
労
働
者
や
国
民
の
願

い
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
国
民

的
要
求
と
し
て
強
化･

拡
大
し

て
し
て
い
く
の
か
と
い
う
、
要

求
実
現
構
築
へ
の
認
識
の
欠
如

で
あ
る
。
お
も
い
を
重
ね
な
が

ら
、
嘆
き
を
要
求
に
練
り
上
げ

運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
自
ら
発

言
し
共
に
共
感
す
る
こ
と
な
し

に
、
嘆
き
は
怒
り
に
、
怒
り
は

要
求
に
転
化
し
て
行
く
で
あ
ろ

う
か
？　

そ
の
こ
と
を
長
久
講

演
は
鋭
く
問
う
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

第341回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
４
月
15
日

●
発
表
＝
５
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―
０
８

５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮
１

６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

341
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
砂
を
抜
い
て
食
べ
る

④
キ
ツ
ネ
の
好
物
？

⑦
近
年
は
紙
よ
り
ス
マ
ホ
に
移

行
中
？

⑨
カ
ツ
や
焼
き
鳥
に
刺
す

⑩
ま
な
…
。
…
前
。

⑪
♪
お
猿
の
…
だ
、ほ
い
さ
っ
さ

⑫
将
棋
の
「
香
車
」
の
別
名

⑭
多
人
数
の
会
合
や
行
事

⑯
中
国
人
が
春
節
で
鳴
ら
す

⑱
南
国
の
海
沿
い
の
…
並
木

⑳
ク
ラ
ラ
の
親
友

㉑
二
枚
…
。…
を
巻
く
。

㉓
三
島
由
紀
夫
『
潮
騒
』の
舞

台
は
三
重
県
…
市
。

㉔
生
命
力
。エ
ナ
ジ
ー

㉖
「
…
じ
ゃ
、
濡
れ
て
ま
い
ろ

う
」

㉗
旅
行
記
。
…
文

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
花
ま
つ
り
で
仏
像
に
そ
そ

ぐ
②
…
シ
ャ
イ
ン
。
…
ル
ー
ム

③
利
益
と
損
失
。
…
関
係

④
樹
木
希
林
さ
ん
が
ハ
ン
セ

ン
病
の
女
性
を
演
じ
た

映
画

⑤
脱
落
者
と
も
い
う

⑥
乗
車
の
反
対

⑧
棚
か
ら
落
ち
て
く
る
こ
と

も
⑪
…
文
字
。
す
ま
し
…
。

⑬
再
流
行
。
…
ヒ
ッ
ト
。

⑮
ト
イ
レ
と
共
同
の
場
合
も

⑰
貧
乏
…
。…
運
。

⑲
空
気
が
な
い
こ
と

⑳
穏
健
派
の
こ
と

㉒
自
力
の
反
対

㉔
ア
キ
レ
ス
と
…
。

㉕
…
網
。「
お
か
げ
…
丁
」

第
339
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ジ
ュ
ケ
ン
セ
イ

《
当
選
者
》
19
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

蛯
沢
広
美
（
高
教
組
）

大
平
利
成
（
年
金
者
組
合
）

古
舘
瞳
（
年
金
者
組
合
）

平
山
由
美
子
（
年
金
者
組
合
）

一
戸
茂
実
（
自
治
労
連
）

啓
三
中
央
執
行
委
員
が
「
年
金

裁
判
の
全
国
的
な
到
達
点
と
今

日
の
緊
急
課
題
と
は
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　
増
子
氏
は
、
札
幌
地
裁
の
裁

判
長
が
１
月
24
日
に
原
告
の
証

人
尋
問
申
請
を
一
方
的
に
却

下
、
４
月
24
日
に
も
判
決
を
出

す
動
き
を
批
判
、
全
国
か
ら

の
「
公
正
判
決
を
求
め
る
」
要

請
書
の
集
中
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
一
方
、
奈
良
事
案
を
審
議

し
て
い
る
大
阪
地
裁
は
、
原
告

側
の
11
名
の
証
人
申
請
全
員
を

採
用
す
る
な
ど
地
裁
に
よ
っ
て

対
応
が
分
か
れ
て
い
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
11

回
の
口
頭
弁
論
で
傍
聴
席
の
満

杯
は
８
回
、
陳
述
書
の
作
成

は
34
名
、「
公
正
判
決
を
求
め

る
」
要
請
署
名
は
１
２
６
９
４

筆
（
全
国
ト
ッ
プ
）、「
い
の
ち

の
と
り
で
裁
判
」
と
の
共
催
の

「
夜
越
山
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
に

過
去
最
高
の
１
５
５
名
の
参
加

な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
陳
述
書
の
作

成
、
法
廷
を
満
杯
に
す
る
傍
聴

行
動
な
ど
新
た
な
活
動
方
針
と

役
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
３
月
16
日
、
青
森
年
金
裁
判

を
支
援
す
る
会
の
第
４
回
総
会

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会

に
先
立
っ
て
中
央
本
部
の
増
子


